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２０２２年度白井工業団地の活性化等に向けた要望等について 
 

 残暑の候 貴職には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

また、平素から当協議会の運営については、ご高配を賜り厚く御礼を申し上げます。 

 さて、当協議会では、各事業所の活動促進及び白井工業団地並びに地域の活性化や安全

な環境づくりなどについて、日々会員事業所とともに様々な事項に取り組んでおります。 

そうした中、会員事業所からは、安全な環境整備に向けて多くの意見・要望などが寄せ

られており、例年、これらを取りまとめたうえで、関係機関にその改善等の対策をお願い

しています。 

 つきましては、貴市に関係する要望事項等について、別添のとおり取りまとめましたの

で、コロナ禍の中、ご多用と存じますが、迅速かつ適確な対応について、特段のご配意を

いただきますよう要望致します。 

 なお、本要望事項等への対応等については、本年９月２８日（水）までにご回答くださ

るようお願い致します。 

 また、本件を推進するため、ご回答をいただいた後、貴市関係部署と当協議会（役員）

との説明・協議の場を設けたいと考えておりますので、ご配慮くださるよう併せてお願い

致します。 
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《別紙》 

２０２２年度要望事項等 
 

１ 道路関係 

（１）工業団地アクセス道路の早期完成 

当該道路は、計画から相当期間が経過しているにも拘らず未だに完成時期が明示され

ておりません。 

これまで当工業団地においては、長期間交通の不便を強いられていることから、当該

道路の早期の完成をお願いしたい。また、一部に障害があるようであれば、可能な範囲

での暫定開通をお願いしたい。 

  なお、具体的な整備スケジュール（暫定開通を含め）を示していただきたい。 
 

（２）桜台地区からの新規構想道路の早期事業化 

  当該道路は、市の総合計画及び都市マスタープランに位置付けられており、市全体の

交通体系の構築にとって重要であるとともに、白井工業団地の活性化にも大きく貢献す

るものであることから、早期に事業化を図っていただきたい。 

  また、本件道路の沿線については、産業振興拠点の拡大を図るため当工業団地と連続

する区域については事業用地等への土地利用の転換を図っていただきたい。 
 

（３）交差点改良（右折車線の整備） 

  白井工業団地から国道１６号と交差する道路について、右折車線を整備し交通の円滑

化を図っていただきたい。 

  なお、県道については、関係機関に市として要望等の働きかけをお願いしたい。 

①  市道００－００４号線（富塚交差点部） 

   白井工業団地においては、既に施設整備を完了して稼働している大型物流施設及び

計画が進められている大型物流施設などがあることから、今後も一層、交通量が増大

することが確実となっている。また、工業団地アクセス道路の整備については、完了

時期が定まらない現状において、本交差点改良は、交通安全と交通緩和などに必要な

ものであるため、早急に検討し整備をお願いしたい。 

②  県道市川－印西線（白井交差点部） 

当該交差点については、慢性的な交通渋滞を引き起こしていることから、早期の改

良に向けて、関係機関に市として強く要望していただきたい。 

   なお、県道白井－流山線との交差点についても同様に右折車線の整備をお願いした

い。 
 

（４）迅速な道路の補修 

 道路の補修は、適宜のパトロールのもと迅速かつ丁寧に行っていただきたい。 

① 次の個所については、未舗装となっているため、早期に整備されたい。 

 ・市道０９－００８号線の一部（㈱ファミリーから㈱竹森工業の間） 

② センターライン、外側線及び横断歩道、停止線の白線等が消えている、又は薄くな

っている箇所が工業団地内及び周辺において多く見られ危険であるため、早期に補修

をしていただきたい。また、警察等の関係機関にも要請していただきたい。 

 ⓐ 酒井医療㈱第１工場北東角地先のＴ字交差点 

当該交差点は、Ｔ字路であるが L型に優先道路（交差点内にセンターラインあり）

となっている状況であるが、一方に停止線及び外側線がないため、停止又は減速せ

ず交差点に進入してしまい出合頭の事故を起こす危険が高くなっている。 
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 ⓑ 工業団地アクセス道路東側起点の交差点 

   従来から危険な交差点となっているが、センターライン、外側線、横断歩道、停止

線の線が薄くなっており、事故の危険性が高くなっている。 

③ 舗装の補修等が必要な箇所が多々あることから、適宜補修等を行っていただきたい。

また、年々、道路の傷みがひどくなり、荷崩れを起こす車両も出できており、危険な

状況の個所もありますので、適宜のパトロールと早期の補修をしていただきたい。 

なお、部分補修の際は、補修後においても車両による振動でパソコンや精密機器等

の誤作動が生じることがあるため、振動のないよう丁寧な補修をお願いしたい。 
 

（５）車道・歩道の除草、道路側溝の清掃及び木枝の除去 

 ①  工業団地内の道路の除草及び道路側溝の清掃については､当協議会が年２回実施し

ている工業団地一斉清掃（ごみゼロ運動と連携）において、会員事業所の協力により

行っているところですが、会員事業所以外の箇所や清掃後しばらくしてからの除草や

道路側溝の清掃については、市において適宜行っていただきたい。 

② 工業団地アクセス道路や河原子街道については、道路横の樹木の枝が道路に張り出

しており車両や歩行者・自転車の通行に支障を来しているとともに、台風などの強風

時には折れた枝等が道路に散乱し危険な状況も見られることから、適宜除去等をして

いただきたい。 

 

２ 雨水排水関係 

（１）冠水被害の防止 

  台風等の大雨時に工業団地内のあちこちで道路冠水が発生していることから、道路側

溝や雨水管の詰まりを日頃から防止するなどの対策を講じていただきたい。 
 

（２）水たまりの解消及び道路排水の流入対策（道路側溝の整備） 

道路側溝が途中で寸断されていて当該箇所を含めた一部区間が未整備となっている

ことから、事業場内に道路排水が流入し冠水するため、早急に未整備箇所の整備をして

いただきたい。 

  （市道００-００１号線、中 446・447先、㈲星鉄工所からジェコス㈱Ｆ地区の間） 

 

３ 上水道関係 

（１）工業団地への上水道の整備 

白井工業団地は、上水道の給水区域になっていないため、地下水により対応してきま

したが、地下水汚染等の危険性が懸念されており、飲料水は購入するなどの対応をして

いる事業者が多くなっていて、上水道の整備を望む声が年々高まってきています。 

ついては、安心して利用できる水道を早期に整備していただきたい。 

 

４ 交通関係 

（１）公共交通（路線バス）の確保等 

  市営バスについて、これまで白井工業団地を含む白井第二小学校区においては当該小

学校の児童の通学のために優先的に配車されていましたが、昨年途中から白井第一小学

校及び白井第二小学校においては、スクールバスの運行が開始されたとのことです。 

  つきましては、これまで通学用として配車されていた市営バスについては、工業団地

の通勤用として、特に障がい者の通勤用バスとして配車されるようご配慮ください。 

また、民間路線バスについては、新型コロナウイルス感染症の影響により乗客数が減

少し収益の悪化が続いたということで、昨年７月から運行本数が削減されてしまいまし
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た。 

これまでも運行本数が少なく、かつ市内の各駅に向かっておらず、アクセスが非常に

不便となっていることから、民間バス会社に改善を求めていたため、大変残念な状況と

なりましたが、民間路線バス及び市営バスの確保は、市内(市民)雇用や障がい者雇用を

促進する上で最大の障害となっているため、引き続き関係機関への改善要請について、

ご配意いただきたい。 
 

（２）交通規制の解除等への協力 

  工業団地内及びその周辺における大型車両の通行規制や速度規制については、事業活

動に支障を来たしていることから、その緩和又は解除を印西警察署等の関係機関に引き

続き要請していただきたい。 

 また、必要な道路整備については、早期に対処していただきたい。 

 （通称：河原子街道） 
 

（３）信号機の増設 

河原子３３９地先（ヒロセ㈱北西側付近）の十字路については、近年、名内地先方面

からの交通量が多く、かつ工業団地中交差点に近いことから渋滞時に合流や通過が難し

く、危険な状況が高まっていることから、信号機の設置を印西警察署等の関係機関に要

請していただきたい。 

  また、必要な道路改良については、早期に対処していただきたい。 

 

５ まちづくり協議会関係 

（１）進出企業との事前調整 

  工業団地に進出を予定している事業者との事前調整を適確に行うため、情報提供等の

支援をお願いしたい。また、市における協議においては、特に周辺の道路事情や既存事

業所などを考慮した適切な指導等をお願いしたい。 
 

（２）市街化調整区域での管理棟の設置 

  工業団地内（工業専用地域内）における事業用地の不足からやむを得ず事業拡張のた

めの用地をその周辺部の市街化調整区域に設けている事業所が増えております。これら

の事業者は、製造等の事業活動において建物を要する場合は、工業団地内に拡張又は再

整備し、資材置場や駐車場については、やむを得ず市街化調整区域に移動整備している。 

  しかしながら、資材の在庫管理や車両の出入りを確認するためには、現地に管理棟（簡

易事務所、休憩所、洗面・トイレなど）が必要となっている。 

  ついては、市街化調整区域における最小限の管理棟の設置について、その整備手法な

どがあればご教示願いたい。 
 

（３）工業団地の範囲拡大 

  工業団地内での事業拡張や新たな企業進出に当たって、既存工業団地内では用地確保

が困難な状況であることから、周辺エリア（市街化調整区域）を工業専用地域に準じる

土地利用ができるようにすることが企業集積の観点から必要と考えます。 

  ついては、工業団地の拡大の手法などがあればご教示願いたい。 

 

６ 防犯関係 

（１）防犯灯の設置 

  防犯灯については、未だに整備がされていない箇所が多くあり、各事業所からの設置
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要請も多いことから、引き続き周辺の状況等を勘案いただき迅速、適切な整備をお願い

したい。 

 

７ 工業専用地域の基盤整備関係 

（１）道路、上下水道等の都市基盤整備の促進 

白井工業団地は、市街化区域（工業専用地域）でありながら千葉県が開発した区域以

外のほとんどの区域において、道路、下水道及び雨水排水施設などの都市基盤の整備が

されておらず、工業団地の体をなしていないため企業進出を阻害している。 

  ついては、今後の企業誘致のために計画的な都市基盤の整備をしていただきたい。 

なお、上水道については、工業専用地域全域が未整備であるため、食品製造会社等の

水を使用する企業進出の障害となっているため、早期に整備をしていただきたい。 
 

（２）送電線網の整備促進 

  今後の社会経済活動においては、ＳＤＧｓの推進や脱炭素への取り組みが企業存続・

発展の大きな課題となっている。そうした中、太陽光発電やバイオ発電などを導入・拡

充する際に電力会社の送電線の対応能力が十分に整えられていないことから、太陽光発

電などの導入ができない状況が生じている。 

  ついては、今後多くの事業所において導入が検討されている太陽光発電への対応が可

能となるよう送電能力の早急な整備を産業振興の観点から電力会社に市としても強く

要請していただきたい。 

 

８ その他 

（１）公民センターの食堂撤退後の活用 

公民センターでは、食堂が撤退し、数年が経過しているものの、その後の活用が図ら

れておりません。産業振興、人材育成、地域との交流・連携の観点から、次の提案をさ

せていただきますので、実現に向けてご配慮いただきたい。 

① 旧食堂をセミナールーム、イベントルームなどに活用 

当該施設は、公民センターの本体施設とは、区分されており、面積が広く、かつ公

民センターと別の出入口が設置されていることなどから、市内の企業や就業希望の市

民などを対象にしたスキルアップなどのセミナーの開催、また企業の展示会や社員研

修などに、昼夜間、休館日等に捉われることなく活用できる施設に改修し、産業振興、

人材育成・雇用促進、産業情報、生涯学習の促進と情報発信の拠点として活用する。 

また、企業集積地という立地を生かして地域住民と企業との交流イベント、キャリ

ア教育の支援拠点や障がい者の就労体験などにも活用を図る。 

 

以上 


